
十
二
月
八
日
（
金

、
恒
例
の
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
が

）

行
わ
れ
ま
し
た
。
ク
ラ
ス
マ
ッ
チ
は
、
お
互
い
に
競

い
合
い
、
協
力
し
合
い
、
学
級
の
和
、
さ
ら
に
学
校

、

、

全
体
の
和
を
深
め

士
気
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に

日
頃
の
正
課
体
育
で
の
成
果
を
発
表
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
受
験
を
ひ
か
え
た
三

年
生
は
参
加
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
分
、
一

・
二
年
生
が
元
気
に
競
い
、
声
援
し
合
っ
て
い
ま
し

た
。
当
日
は
、
前
日
ま
で
の
悪
天
候
を
よ
そ
に
、
晴

れ
日
和
と
な
り
ま
し
た
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
ぬ
か

る
み
も
あ
り
ま
し
た
。
そ
ん
な
中
、
早
朝
か
ら
部
活

動
生
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
整
備
を
し
て
く
れ
た
お
か
げ

で
、
順
調
に
試
合
が
行
わ
れ
、
参
加
し
た
生
徒
に
大

き
な
け
が
も
な
く
、
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
学
期
に
比
べ
、
ク
ラ
ス
の
和
を
よ
り
親
密
な
も
の

、

。

に
す
る
こ
と
が
で
き
た

い
い
機
会
と
な
り
ま
し
た

結
果
は
、
次
の
と
お
り
で
し
た
。

総
合
優
勝
ー
二
年
一
組
、
二
位
ー
一
年
一
組
、
三
位

ー
二
年
五
組
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
優
勝
ー
男
子
二
年
六

組
、
女
子
二
年
一
組
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
優
勝
ー

男
子
二
年
八
組
、
女
子
二
年
五
組
Ａ
、
サ
ッ
カ
ー
優

勝
ー
男
子
一
年
一
組
、
女
子
一
年
八
組
、
ソ
フ
ト
ボ

ー
ル
優
勝
ー
男
子
二
年
五
組
、
女
子
一
年
七
組
Ａ
、

卓
球
優
勝
ー
男
子
一
年
五
組
Ｂ
、
女
子
ー
一
年
二
組

十
二
月
四
日
（
月
）
～
八
日
（
金
）
に
か
け
て
三

年
生
を
対
象
と
し
た
第
二
回
進
路
検
討
会
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。
い
よ
い
よ
大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
や
各
大

学
へ
の
試
験
の
時
期
が
迫
り
、
こ
れ
ま
で
の
指
導
を

踏
ま
え
、
生
徒
ひ
と
り
一
人
の
成
績
の
伸
び
を
評
価

し
、
今
後
の
可
能
性
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
を
主
眼

と
し
て
い
ま
す
。
具
体
的
な
資
料
を
も
と
に
、
で
き

る
だ
け
現
役
で
進
路
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
は
ど

の
よ
う
な
受
験
校
群
を
設
定
し
た
ら
よ
い
か
、
本
人

の
適
性
と
進
路
志
望
が
マ
ッ
チ
し
て
い
る
か
、
学
力

を
最
高
の
状
態
に
持
っ
て
い
き
、
本
番
で
成
功
す
る

に
は
ど
の
よ
う
な
助
言
が
望
ま
し
い
か
、
こ
の
よ
う

な
観
点
か
ら
生
徒
の
個
に
応
じ
た
検
討
が
熱
心
に
行

わ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
検
討
さ
れ
た
こ
と
を
参
考
に

し
な
が
ら
三
者
面
談
が
十
一
日
（
月
）
か
ら
年
末
ま

で
実
施
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
・
二
年
生
を
対
象
と
し
た
学
力
検
討
会

を
終
業
式
の
後
行
い
、
様
々
な
面
か
ら
の
個
に
応
じ

た
指
導
方
法
が
検
討
さ
れ
ま
し
た
。

十
二
月
九
日
（
土
）
の
三
星
道
場
で
、
北
九
州
予

備
校
か
ら
三
名
の
講
師
を
招
き
、
二
年
生
を
対
象
と

。

、

し
た
特
別
講
義
が
実
施
さ
れ
ま
し
た

文
系
は
英
語

理
系
は
数
学
を
、
い
ず
れ
も
セ
ン
タ
ー
試
験
レ
ベ
ル

の
内
容
で
九
十
分
受
講
し
ま
し
た
。
普
段
と
は
一
味

違
っ
た
雰
囲
気
の
中
で
、
生
徒
達
も
真
剣
に
取
り
組

ん
で
い
た
よ
う
で
す
。
講
師
の
先
生
に
は
授
業
ば
か

り
で
な
く
、
予
備
校
生
が
ど
ん
な
気
持
ち
で
、
日
々

勉
強
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
か
、
ま
た
、
昔
あ
る
有

名
私
立
大
学
を
卒
業
し
た
も
の
の
、
さ
ら
な
る
目
標

を
見
い
出
し
、
大
学
合
格
を
目
指
し
て
い
る
講
師
と

同
年
代
の
予
備
校
生
の
話
な
ど
、
大
変
興
味
深
い
話

も
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

予
備
校
講
師
の
先
生
の
授
業
と
生
の
声
を
聴
く

、「

」

こ
と
に
よ
り

い
よ
い
よ
来
年
は
受
験
生
な
ん
だ

と
い
う
認
識
を
新
た
に
し
、
自
己
実
現
へ
向
け
て
の

起
爆
剤
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。
今
回
の
講
義
を
通
し

て
、
二
年
生
は
三
学
期
を
「
三
年
０
学
期
」
と
し
て

気
持
ち
を
引
き
締
め
、
一
足
早
く
、
受
験
モ
ー
ド
に

突
入
し
て
欲
し
い
と
感
じ
る
こ
と
で
し
た
。

本
校
美
術
部
は
現
在
一
年
生
五
名
、
二
年
生

四
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
主
な
活
動
と
し
て

は
、
体
育
祭
の
応
援
パ
ネ
ル
制
作
、
文
化
祭
で

の
作
品
展
示
、
地
区
高
校
美
術
展
や
県
高
校
美

術
展
へ
の
出
品
、
プ
ラ
ッ
セ
だ
い
わ
に
お
い
て

毎
年
開
催
し
て
い
る
美
術
・
書
道
・
写
真
・
吹

奏
楽
部
の
合
同
展
『
生
鮮
芸
術
市
場
』
へ
の
出

品
な
ど
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
、
一
年
を
通

じ
て
デ
ッ
サ
ン
や
ク
ロ
ッ
キ
ー
に
励
ん
で
い
ま

す
。
ほ
と
ん
ど
が
個
人
で
の
制
作
で
、
孤
独
な

作
業
に
な
る
わ
け
で
す
が
、
部
員
同
士
は
非
常

に
仲
が
良
く
、
時
に
は
お
互
い
の
絵
を
批
評
し

あ
っ
た
り
、
意
見
を
ぶ
つ
け
あ
っ
た
り
し
て
切

磋
琢
磨
し
て
い
ま
す
。
美
術
に
興
味
が
あ
る
、

絵
が
上
手
く
な
り
た
い
、
何
か
表
現
活
動
が
し

て
み
た
い
と
い
う
人
は
ぜ
ひ
一
度
美
術
室
に
お

越
し
下
さ
い
。

第
五
十
七
回
県
高
校
美
術
展
が
開
催
さ
れ
、
県

内
の
学
校
か
ら
八
百
五
十
七
点
の
作
品
が
出
品
さ

れ
、
五
百
十
三
点
が
入
選
・
入
賞
を
果
た
し
ま
し

た
。
本
校
か
ら
は
、
油
絵
六
点
と
デ
ザ
イ
ン
三
点

。

、

。

を
出
品
し
ま
し
た

結
果
は

次
の
と
お
り
で
す

・
県
高
文
連
賞
二
年
ー
南

佳
奈
江

・
県
高
美
研
賞
二
年
ー
中
峯

由
紀
子

・
入
選

二
年
ー
中
西
梨
沙
、
有
留
紘
代
、

、

、

、

一
年
ー
有
薗
和
代

松
永
志
帆

有
留
佑
樹

牧
田
紗
季
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部
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選
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十
二
月
十
九
日
（
火
）
午
後
か
ら
後
期
生
徒
会
役

員
立
会
演
説
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
長
候
補
十
名

を
は
じ
め
と
し
て
三
十
五
名
が
十
の
役
職
を
目
指
し

て
熱
弁
を
ふ
る
い
ま
し
た
。
選
ぶ
側
の
生
徒
も
候
補

者
と
応
援
者
の
主
張
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
教
室
で
た
だ
ち
に
投
票
が
実
施
さ
れ
、
次

の
と
お
り
新
役
員
が
決
定
し
ま
し
た
。

（
二
年

鹿
屋
中
）

会

長

吉
田

有
騎

（
二
年

根
占
中
）

副

会

長

坂
口
佑
一
郎

（
二
年

第
一
鹿
屋
中
）

書

記

山
内

梨
加

会

計

松
留

美
帆

）

（
一
年

東
串
良
中

（
二
年

高
須
中
）

会

計

榎
木

健
太

（
一
年

鹿
屋
中
）

文
化
委
員
長

川
畑

友
紀

（
二
年

高
山
中
）

同
副
委
員
長

千
歳

翔
太

（
二
年

花
岡
中
）

厚
生
委
員
長

萩
原

崇
文

（
一
年

内
之
浦
中
）

同
副
委
員
長

田
畑

圭
也

（
二
年

高
山
中
）

図
書
委
員
長

園
田

朋
絵

（
二
年

花
岡
中
）

同
副
委
員
長

福
元
健
太
郎

（
二
年

高
山
中
）

交
通
委
員
長

久
保
田
智
美

（
一
年

川
上
中
）

同
副
委
員
長

小
園

翔
平

（
一
年

神
川
中
）

体
育
委
員
長

前
田

大
洋

（
一
年

鹿
屋
東
中
）

同
副
委
員
長

大
楽

知
佳

（
一
年

国
見
中
）

風
紀
委
員
長

新
原

拓
也

（
二
年

鹿
屋
東
中
）

同
副
委
員
長

迫
田

佳
大

（
二
年

鹿
屋
東
中
）

保
健
委
員
長

小
島

亜
衣

（
二
年

有
明
中
）

同
副
委
員
長

新
留

勝
久

新
役
員
の
中
で
、
山
内
梨
加
さ
ん
と
萩
原
崇
文
君

は
四
期
連
続
で
生
徒
会
活
動
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
任
期
は
、
来
年
一
月
か
ら
六
月
ま
で
の
半
年
間

で
す
。

生
徒
会
活
動
は
、
学
校
を
改
善
し
て
く
れ
る
部
活

動
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
新
役
員
の

も
と
、
学
校
の
よ
り
良
い
活
性
化
が
図
ら
れ
る
こ
と

を
期
待
し
ま
し
よ
う
。

樋
髙
雄
将
会
長
を
は
じ
め
と
す
る
現
生
徒
会
役
員

の
皆
さ
ん
、
お
疲
れ
様
で
し
た
。

第
三
十
七
回
県
高
校
書
道
展
創
作
部
門
に
お
い
て

二
年
生
の
行
騰
舞
さ
ん
が
見
事
大
賞
に
選
ば
れ
ま
し

た
。今

年
度
の
書
道
展
に
は
県
下
六
十
五
校
か
ら
五
百

五
十
三
点
の
出
品
が
あ
り
ま
し
た
。
各
校
十
二
点
ま

で
と
い
う
限
ら
れ
た
出
品
の
中
で
の
大
賞
受
賞
は
、

大
変
す
ば
ら
し
い
こ
と
で
す
。
ま
た
、
行
騰
さ
ん
は

来
年
度
の
全
国
総
合
文
化
祭
の
出
場
も
決
ま
り
ま
し

し
た
。

十
二
月
十
二
日
に
は
、
第
十
七
回
県
高
校
揮
毫
大

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
例
年
の
大
き
な
会
場
か
ら

非
常
に
狭
い
体
育
館
で
の
開
催
で
、
作
品
規
格
も
小

さ
い
も
の
に
制
限
さ
れ
る
な
ど
窮
屈
な
思
い
の
残
る

大
会
で
し
た
が
、
本
校
か
ら
第
一
席
に
あ
た
る
「
高

書
研
賞
」
に
、
二
年
生
の
山
下
由
季
さ
ん
と
木
下
穂

志
君
、
樋
髙
雄
将
君
が
入
賞
し
ま
し
た
。

今
後
も
こ
の
賞
に
恥
じ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
練

習
に
励
ん
で
、
全
国
総
合
文
化
祭
で
も
頑
張
っ
て
く

れ
る
こ
と
で
し
よ
う
。

十
二
月
六
日
（
水

、
地
震
を
想
定
し
た
訓
練

）

が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
生
徒
は
、
期
末
考
査
直

後
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
機
敏
に
真
面
目
に
訓
練

に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
有
事
に
際
し
、
被

災
者
を
最
小
限
に
と
ど
め
る
た
め
の
避
難
訓
練

で
し
た
。
大
隅
・
肝
属
地
区
消
防
組
合
の
方
か

ら

「
鞄
を
持
っ
て
く
る
な
ど
真
摯
に
取
り
組
ん

、
で
い
た
」
と
の
講
評
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

、

先
に
行
わ
れ
た
県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
で

三
年
生
の
高
畠
翔
君
の
「
福
祉
に
つ
い
て
」
と

臼
山
由
里
さ
ん
の
「
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
社
会
」
が
優
秀
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。
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毎
月
発
行
す
る
こ
の
「
三
星
の
風
」
は
、
鹿

屋
高
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

http://w
w
w
12.synapse.ne.jp/kanoyakoukou/

９
日
（
火
）

始
業
式

１
３
日
（
土
）
三
星
道
場
⑪

セ
ン
タ
ー
激
励
会

１
５
日
（
月
）

（

）

（

）

１
９
日

土

～
２
０
日

日

大
学
入
試
セ
ン
タ
ー
試
験

進
研
記
述
（
一
・
二
年
）

２
６
日
（
金
）
長
距
離
走
大
会

進
路
検
討
会

２
７
日
（
土
）
三
星
道
場
⑫

１月の主な行事

新
生
徒
会
役
員
決
ま
る

第
三
十
七
回
県
高
校
書
道
展

第
十
七
回
県
揮
毫
大
会

第
２
回
防
災
（
地
震
）
訓
練

県
福
祉
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
優
秀
賞

写真からみた鹿屋高校
ー授業風景 今・昔ー

平成 年 卒業アルバムから15

昭和 年ごろ ７０周年記念誌から46

行騰舞さんの作品


